世紀転換期イギリス帝国経済とカナダ製造業利害-カナダ製造業者協会の帝国経済政策志向を中心に- by 福士,純
文学部・文学研究科　学術研究報告会要旨・資料集
世紀転換期イギリス帝国経済とカナダ製造業利害
一カナダ製造業者協会の帝国経済政策志向を中心に一
福士　純
　本報告の目的は、世紀転換期におけるイギリスと植民地カナダの経済関係をカナダ製造
業利害の視点から再検討することである。この問題について考察するために、カナダ製造
業者協会（Canadian　Manufacturers’Association：以下CMAと略記）を事例として取り上げ、検
討を試みる。
　CMAは、1858年にトロントで発足した製造業者からなる団体であり、従来の研究にお
いては、その保護関税圧力団体としての主張に加えて、国民経済の確立といったカナダ・
ナショナリズムや帝国からの分離の主張に注意が向けられてきた。しかしながら、当該
期におけるカナダ関税は、帝国諸地域からの輸入品に対する特恵的要素を持つものであ
り、CMAの経済政策志向も帝国との関係の中で検討されるべきだろう。ゆえに本報告は、
CMAの保護・特恵に関する主張を検討することで、　CMAがカナダ経済、イギリス帝国経
済だけでなく、帝国経済構造内における彼らの占める地位をどのように捉えていたのかを
明らかにすることを目指す。
　世紀転換期におけるCMAの関心は、保護関税の強化にあった。この主張は、1902年8
月にハリファクスで開催されたCMA年次総会での、保護関税によるアメリカ製品の排除
と国産品での代置、そして国産できない商品の帝国からの供給を訴える決議において、特
恵関税による帝国経済関係の緊密化という主張との接近を見せた。以後、CMAは、この
保護と特恵という二つの柱を基本方針に掲げ、活動を展開した。しかしながら、この二つ
の原則のうち、保護関税の要求は政府からの断固たる拒否を受けて、断念せざるを得ず、
必然的にCMAの活動の主軸は、もう一方の特恵関税による帝国通商関係の緊密化へと移っ
た。帝国他地域、特に自治植民地に工業製品輸出市場を拡大し、カナダ製造業を発展させ
ることは、カナダ経済の発展のみならず、イギリス帝国経済を植民地の側から支援するこ
とに寄与するとCMAが考えていたのである。
　以上のように世紀転換期のCMAは、アメリカ製品のカナダ市場への流入という状況に
対して、国内市場保護と特恵関税による帝国経済関係の緊密化という二つの原則を主張
し、アメリカの排除と帝国への接近を主張した。そして本報告で見たように、この時期の
CMAは、保護と特恵という原則のうち、その活動の主軸が後者へと移行することで、保
護関税圧力団体というだけでなく、帝国の経済的統合を主張する団体としての活動を展開
していったのである。彼らの主張は、カナダの経済発展の延長線上に帝国の発展を位置づ
けるものであり、帝国からの分離ではなく、むしろ帝国との積極的な統合強化を目指すも
のだったのである。
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［資料1
はじめに
（1）　研究目的
　世紀転換期におけるイギリス本国・白人植民地経済関係を植民地製造業利害の視点か
　ら再検討すること。この問題について考察するために、カナダ製造業者協会（Canadian
　Manufacturers’Association：以下、　CMAと略記）を事例として取り上げ、分析を試みる。
（2）研究史と問題設定
　・⊂MAを扱う研究：⊂lark（1939），　Sueuchi（1992）。
　　→CMAの圧力団体としての機能に着目一特に注意が向けられたのは、保護関税。
　　　19世紀後半以降の保護関税制定の動きは、カナダ経済史における重要な問題。
　　　［Mcdiamid（1946），　Bliss（1974），　Foster（1986）］→イ呆護による国内市場の設立と国民経済の
　　　形成過程を検討。
＊たしかに、19世紀末においてCMAは、保護主義圧力団体であった。しかし、世紀転換期
　以降のカナダ関税は、保護的要素と同時に特恵的要素を持つのであり、CMAの役割も変容
　していった。
　　　→この時期のカナダ関税の特恵関税としての側面は無視されるか、否定的に理解さ
　　　　れてきた。
　・政治・外交史の観点から、1897年の特恵関税制定過程を検討した研究
　　［⊂olvin（1952），　Shields（1965），木村（1990），（1991）】
　→「対英特恵関税」は、カナダを関税優遇する全ての国に開かれた互恵関税であり、アメ
　　リカとの経済関係強化を望むカナダ首相ローリエは、「対英特恵」を主張する一方、
　　アメリカとの互恵条約締結の可能性を模索することで、イギリスとの紐帯を断ち、カナダ
　　の国家としての自立と対米関係の強化を目指したと主張。
　＊両方とも、カナダ史研究の潮流の影響を受けている。
　　→カナダ史をイギリス帝国からの分離・独立過程の中で捉えている。
　＊果たして、そのように言えるか？
　①世紀転換期以降のカナダ製造業の発展一工業国としての競争力を持ち始めるカナダは、
　　国内市場の保護だけでなく、輸出市場を模索していた。
　②帝国特恵の意義一他の自治植民地との貿易の振興一帝国市場への接近を考えると、当
　　該期の関税問題を考える際、従来の保護による国内市場の形成の側面に加えて、カナダ
　　の他の帝国地域との通商関係の拡大という側面、そして政治家による関税政策の見解
　　だけでなく、実際経済活動に従事する製造業者の見解を合わせて検討する必要がある。
　＊本研究では、カナダ国立文書館所蔵のCMA史料（Library　and　Archives　Canada，　MG28－1230，
　　Canadian　Manufacturers’Association　Fonds）を中心に、　CMAが世紀転換期のカナダ関税を
　　どう捉えていたか、そして関税を通してカナダ経済、そして帝国経済について、いか
　　なる見解を抱いていたのかを明らかにする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98
文学部・文学研究科　学術研究報告会要旨・資料集
1．⊂MAの形成と発展
・設立経緯
　1858年一トロントの製造業者62名により、「カナダ産業促進協会（The　Association　for　the
　Promotion　of　Canadian　Industry）」結成。→その目的：対米保護関税の設定
　　→1858年、59年にケイリー・ガルト関税法制定に貢献した後、解散。
　1866年一復活。コンフェデレーション（カナダ連邦結成）に伴う関税率の低下とアメリカ
　　によるダンピングに対抗するため→その年のうちに消滅。
　1871年一再復活。組織化の進行。
　1875年一名称変更。オンタリオ製造業者協会（The　Manufacturers’Association　of　Ontario）
　1887年一名称変更。カナダ製造業者協会。
＊しかし会員数は伸び悩む。1900年にトロントを中心に132名。
→CMAの欠点：トロント製造業者しか入会できないこと。
　1900年一改組。理由）当該期におけるカナダ製造業の発展と影響力の拡大を図るため
＊変更点：①組織の強化　②全国団体への発展
　①組織の強化一従来の「CMA」は、　rCMA中央本部」に格上げ（図1参照）
　　・執行委員会以下、常設委員会（「鉄道・運輸」、「機関紙編集」、「議会」、「通商情報」、
　　　「関税」、「レセプション・会員」、後に「保険」、「技術教育」、「イギリス支部」が追加）
　　　が設置
　　・貿易セクションの設置
　　・海外通信員の設置
　②全国団体への発展
　　・各地の製造業者団体の吸収と地方支部の設立
＊この結果、1902年には会員数1200名を超えるカナダ最大規模の経済団体へと発展
II．⊂MAの保護関税要求
　・⊂MAによる保護関税要求の要因
①西部市場の保護
　西部市場は東部のカナダ製造業者にとって魅力的な市場
　　→しかし、アメリカ製造業者との激しい競争
②現行関税制定以後の状況変化
　「全ての関税は完全ではない」一製造業を取り巻く状況の変化に応じて、関税は常に
　改正されるべき。
　・⊂MA関税委員会による関税改正要求
　・1901年11月30日にCMA関税委員会は、関税問題に関して調査を行うため、会員に質問
　状を送付した。この結果をもとに、関税委員会は12月18日に一般会員も交えた討議の
　　開催を決定し、12月12日付で討議の議題を全会員に送付した。（表1参照）
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　→特に問題となったのは、鉄鋼関税
　　GEドラモンド（1904年度CMA会長、関税委員）を中心に、全21名で特別委員会を
　　結成し、討議の結果、rCMAは国内産業の振興と国内市場の保護という原則に固執し、
　　工業一特に鉄鋼業一を取り巻く状況の変化を鑑みて、既存のカナダ産業に対する差別
　　を排し、十分な保護に基づく関税の改正を忠告する」という旨の決議を採択した。
・12月18日の討議の結果は、翌日執行委員会で修正され、1902年1月21日、22日に
　関税員会代表団がオタワに派遣され、上記の討議の結果を首相W．ローリエ、蔵相フィー
　ルディングに提出した。→しかし、関税改正は受け入れられず。
＊その後もCMAは、政府への関税改正の要求を行うが、成功せず。一しかし、12月18日
　の討議で書記を務めたT．ニコルズのいうように「製造業者が個々に不満を訴えるのでは
　なく、CMAが製造業利害の代表として関税問題に関して陳情を行う」という体制を確立
　していった。
111．ハリファクス決議とその意義
　・1902年8月5日、ノヴァ・スコシア州ハリファクスでCMA年次総会が開催
　　　→そこで採択された決議は、その後のCMA関税政策の基本方針となった。
　・W．K．マクノート　（関税委員会委員長）による動議
　　・1901年から1902年にかけてのカナダ関税の問題点
　　①政府が関税の改正に応じないこと
　　②アメリカ製造業者とのカナダ市場での激しい競争
　　　→カナダで生産できる商品は国内で、できない商品はイギリスや帝国各地から
　　　　輸入すべき
　　＊カナダにおいて、保護関税による国内工業製品市場の自給は現時点では不可能
　　　→イギリスをはじめとする帝国他地域との経済関係緊密化による補完の必要性
　　＊このような点を考慮して、マクノートは以下の決議案を提出
　　「現在のカナダにおける様々な状況の中で、カナダが他国から輸入する工業製品をカナダ
　製品へと代置させるような方針に基づく、即時かつ徹底的な関税の改正が求められて
　いる。
　　　そのような関税の改正において、あらゆるセクションの利害は、農業、鉱業、漁業、
　製造業の何であれ、現状を維持するという点からだけでなく、これら全ての産業におけ
　　るなお一層の発展の点から、十分に検討ざれねばならない。
　　そのような関税は、何よりもまず、カナダ産業のために施行ざれるべきであるが、その
　一方で本国や帝国他地域にも、実質的な特恵が付与ざれるべきである。しかしながら、
　あらゆる状況下で最低関税によって、十分な保護が、全てのカナダ生産者にもえられな
　ければならない。」
　　　　（Canadian　Manufacturers’Association，　Jndustrial　Canada，1902，　Sep．，　p．81．）
　・決議支持者の主張
　G．E．ドラモンドーアメリカ製造業者への対抗と特恵によるカナダの発展を訴えた。
　　「我々は少なくとも、「競争相手」と対等な機会が与えられるようなシステムを得
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　　る努力をすべき。」→その協力相手はイギリス
　　「我々はイギリス臣民であり、イギリス本国は我々の最大の顧客である。」
　TA。ラッセルーカナダの発展と帝国の発展の相互補完性を主張
　　「（特恵を通して、）我々はイギリスの製造業者に利益を与えるということによってより
　　むしろ、カナダを帝国内で発展させることで、帝国の強化に貢献することができるの
　　である。」
＊ハリファクス決議の意義
　・その後のCMAの政策一関税改正（保護関税）と特恵関税支持一の二本柱の明確化
　　→この目的を追求する際、保護関税と特恵関税は対立するものではなく、相互補完
　　　的な役割を担った。
IV．保護要求の挫折
・1902年10月9日の関税委員会における「関税改正キャンペーン」の計画
　・関税問題討議のために各業種ごとの分科会の設立
　　→分科会での討議の後、1903年3月19日、マクノート他5名がオタワでローリエ、
　　　フィールディングと会談。→関税改正は受け入れられず。
　　＊首相ローリエは、従来の保護関税を維持した上で、1897年にイギリスへの保護関税減
　　　免による帝国への接近をはかったが、元来彼は、保護関税に反対し、米加関税の撤
　　　廃一無制限互恵一を主張していた。しかしながら、製造業利害を支持基盤に取り込
　　　むために、保護を妥協的に認めたに過ぎず、保護の拡大には一貫して否定的だった。
　・トロントに戻った後、フィールディングに関税改正を訴える手紙を送るが、その返信
　　でも改正を拒絶される。
　　→1903年4月3日、関税委員会は「現時点で、CMAは政府に今後代表を派遣しない
　　　ことが得策」と判断し、CMAとしての関税改正要求の休止を決定。
V．帝国への接近
（1）他植民地市場への関心
　・1903年以前から、CMAは他植民地への市場拡大と相互特恵に関心
　　・南アフリカにおける戦後特需
　　・オーストラリアとの相互特恵交渉を政府に要請
　　・1902年9月CMA本部でのオーストラリア首相Eバートンへの対加特恵直訴
　・CMAによる特恵を通しての植民地間通商拡大の願望
　　・W．K．ジョージ「カナダは、世界各地に広がるイギリス帝国との紐帯によって、余剰
　　　産品市場を得ている」（1904年12月1日トロント、エンパイアクラブでの演説）
　　・1903年、ニュージーランド、南アフリカ関税同盟（ケープ、ナタール、オレンジリバー
　　　植民地、バストランド、トランスヴァール、南ローデシア、ベチュアナランド保護
　　　国）による対加特恵付与
　　　　　→特にニュージーランド特恵は予想されたよりも好条件一輸出入増
　　　　　　　CMAは、就航中のヴァンクーヴァー一シドニー間蒸気船航路の経由地をブリ
　　　　　　　ズベンからニュージー一一・・ランドの港に変更するよう政府に要請
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（2）チェンバレン関税改革運動への支持
　・CMAは、1903年5月以降の植民地大臣ジョゼフ・チェンバレンによる関税改革運動
　　の開始を、イギリス市場での特恵を得る好機とみなした。
　　→CMAのチェンバレン支持表明＝「チェンバレン勝利後」の対加特恵を見越して
　　　・イギリスとの相互特恵による利点
　　　・カナダ市場でのアメリカ製造業者の排除
　　　・カナダー次産品市場拡大の期待
　　　CMAは、他国への特恵付与に関心が低いカナダ農民に恩恵を与えることで、彼
　　　　らを特恵支持に取り込むことを目指す。→他産業利害に対する配慮
　・「犠牲のない」特恵
　　・CMAは特恵関税についてハリファクス決議の原則を踏襲
　　　「特恵支持だが、保護の減少は避けられるべき」
　　　　→CMAは「対英特恵拡大のための一般関税の増加」を提案
（3）帝国商業会議所会議における⊂MAの主張
　・⊂MAの帝国商業会議所会議（以下コングレスと略記）への参加
　→コングレスにおけるCMAの主張が明確となるのは、1903年第5回コングレス以降
　・第5回コングレス（1903年8月17日一21日：モントリオール）におけるCMA代表RW．
　　エリスの見解
　　　ハリファクス決議に基づく主張、「国内保護と帝国特恵」を展開
　　　　一エリスは、特に後者を強調して訴えることで、特恵関税に関心のあるイギリス
　　　　　の商工業者を引き付けた。
　・第6回コングレス（1906年7月10日一12日：ロンドン）におけるCMAの役割
　　・CMA通商情報委員会は、コングレスでの特恵関税討議のために、以下の決議案を
　　　作成
　　　「近年、イギリス帝国中の有力な商業団体が採択した諸決議において、帝国内相互
　　　特恵貿易法案は、帝国の統合と繁栄を促進するという見解が表明ざれている。
　　　　そしてこの見解は、世界規模での貿易競争が存在する現状において、生産・消費
　　　の場としてのイギリス、自治植民地の成長、そして植民地による一層の発展の希求
　　　といったものによって強固となっている。
　　　　ゆえに以下のように決議する。第6回コングレスは、帝国内相互特恵貿易法案を
　　早急に準備することが、全てのイギリス、自治植民地にとって、相互に利益と満足
　　　を得るためにいかに適切かを彼らに強く訴えるのである。」
　　　　　（MG28－1230，　Canadian　Manufacturers’Association　Fonds，　VoL6，　Executive　Committee
　　　　　Minute　Bool（，1906　Jan　18，　P．456．）
・しかし、コングレスには、カナダの商業会議所から他にも6つの特恵関税支持決議
案が提出されていた。CMAは、コングレスに先駆けて、コングレスに決議を提出した会
議所に手紙を送り、カナダ会議所によって提出された決議案を一つに統合するよう
提案した。
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→モントリオール会議所決議案をもとにした、カナダ代表達による「共同決議案」
　の作成
「1903年8月にモントリオールで開催ざれた第5回コングレスの決議において、イギ
リス帝国の紐帯は、帝国各地域にとって利益となるような通商政策によって、大い
に強化ざれるだろうということが主張ざれた。
　本コングレスの見解として述べられるのは、上記の合意を完遂するための手段が
取られるべきであるということである。
　イギリス、植民地、属領には、もし開発ざれるならば、帝国に食料他、生活必需
品全てを供給するのに十分な天然資源や工業が存在する。
　ゆえに、以下のように決議する。本コングレスは、帝国の統合が強化ざれること
によって、帝国が、食料、その他の商品に関して、外国に頼らずに各市場における
互恵的基礎に基づく特恵的待遇を認めるよう、イギリス政府、そして植民地、属領
政府に、要請する。
　また本コングレスは、参加各団体がこの問題を重大問題として捉え、各政府に本
決議で主張ざれた原則が実際に効力を持つように、1907年の植民地会議で行動を
取ることを切望する。」
（Federation　of　Commonwealth　Chamber　of　Commerce，　MS，18287／1　，　Officia1　Repor亡of　the
Proceedings　at　the　Six亡h　Congress　of　Chamber　of（：ommerce　of　the　E∬npire（1906），P．11．）
→GEドラモンドによって提案された決議案は、105対41（棄権21）で可決。
　＊コングレス史上初の特恵関税支持決議の可決
　　帝国商工業界の統一見解として、特恵関税による帝国統合政策が是認された。
Vl．おわりに
　CMAは1900年の改組以降、カナダ各地の多様な利害からなる製造業者を取り込むこと
で、それまでの工業製品保護関税を訴える製造業者団体という側面から、その活動を大幅
に拡大した。CMAは、国内市場保護と特恵関税による帝国経済関係の緊密化という二つ
の原則を主張し、外国工業製品の輸入を妨げ、国内での生産が可能な製品は国産品で代置
し、それができない製品は帝国地域からの輸入による補完を目指した。CMAは、国内に
おける政府への陳情と同時に、帝国他地域、特に自治植民地の商工業者、政治家と直接交
流し、自らの利害を重視しつっも帝国特恵関税体制の確立と、帝国経済関係の緊密化とい
う共通の目標に向けて協力を図ろうとしたのである。このようなCMAの主張には、いま
だ工業発展の途上にあるカナダの経済発展を押し進めるだけでなく、カナダの経済発展を
通じて、イギリス帝国の発展へと貢献しようとすることも含意されていた。そして、本報
告で取り上げた20世紀初頭において、保護と特恵というCMAの二つの原則のうち、その
活動の主軸が後者へと移行することで、CMAは世紀転換期以前のトロントを中心とした
保護関税圧力団体という側面に加え、経済的帝国統合を主張する団体としての側面をも内
包するようになったのである。
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図1カナダ製造業者協会の組織
CMA中央本部（本部；トロント）
行　　za
　会長
第一副会長
州副会長アルバータ＆サスカチユワン・ブリ
　　　　　　ティッシュ・コロンビア、マニトバ、
　　　　　　ニュー・ブランズウィック、ノヴァ・スコ
　　　　　　シア、オンタリオ、プリンス・エドワー
　　　　　　ド・アイランド、ケベック各州の代表、
　　　　　　各1名
　書記
　会計
鉄道・運輸委員会
機関誌編集委員会
技術教育委員会
通商情報委員会
激Zプション・会員管理委員会
イギ
CMA ?
ロ保険委員会
議会委員会
関税委員会
リス支部
　　　　　　　　易セクション
・ストーブ・金・銀細工・刈取機
・毛織物　・客車　　　・荷馬車
・綿織物　・製紙　　　・農機
・エンジン・ボイラー
・工業製品販売
・ワイン
・セメント
・家具
・ピァノ・オルガン
ブリティッシュ・コロンビ マニトバ トロン ベツ モントリ　ール ノ　ァスコンア
出典：Canadian　Manufacturers’Ass。ciati。n，　Canadien　Menufacturers’Assoc’lltion　Membershti　List，1908（T。r。nt。，1908）．　p．1をもとに作成
表1関税委員会1901年12月12日付回状の内容
言題・関税改正案 議題・関税改正
1鉄鋼関税　　　　　　　　　　　　　　新たな種類の鉄製品への保護 17懐中時計の側・　　　　　30→40％
2漂白剤・苛性ソーダ関税　　　　　　　　　新産業に対する保護 時計関税　　　　　　　　25→30％
3御影石・大理石の彫刻関税　　　　　　　　35→45％ 18医薬品関税　　　　　　　嚇1ポンドあたり25セントの従量税
20％→35％＋従麹ポンドあたり0．54砂糖菓子関税　　　　　　　　　　　　　セント 19ガラス瓶関税　　　　　　30→40％
5関税額算出の基礎となる輸入品価格の調査の強化を政府に要求 20梱包資材への課税　　　　（関税率未定）
6サテン、組紐、房飾り関税　　　　　　　　　→無税 瓶詰めされた状態での輸入の場
7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→無税（但し国産可能な工作機械は工作機械関税　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象外） 21
　　　　　　　　　　　　合、1インペリアル・ガロンあたり48エール・ビール関税　　　　　　　　　　　　セント、瓶詰めされてない状態での
@　　　　　　　　　　　輸入の場合、24セントの従量税
8鉄製鋳型関税　　　　　　　　　　　　　　25→30％ 22糊関税　　　　　　　　　　25→35％
9直径1インチ以上の鉄製車軸関税　　　　　→30％ 23フェルト関税　　　　　　　20→35％
10トタン波板関税　　　　　　　　　　　　25％（亜鉛引きまたは染色トタンは 24木製用品関税　　　　　　20→25％
30％）→35％ 25小麦粉関税　　　　　　　　（関税率未定）
???????
鉄鋼サンプル関税　　　　　　　　　　　→無税
oビット合金関税　　　　　　　　　　　10→30％
26　　　　　　　　　　　　35→25％＋1ライン（0．635ミリ）あたボタン関税　　　　　　　　　　　　り1セントの従量税
13シャベル関税　　　　　　　　　　　　　35→40％ 27圧延鋼関税　　　　　　　→無税
14皮製ベルト関税　　　　　　　　　　　　20→40％ 28囚人によって製作された商品の輸入規制
15靴関税　　　　　　　　　　　　　　　　　20⇒40％ 29輸送費の免税
16印刷用紙関税　　　　　　　　　　　　　（関税率未定） 30輸出目的で製造された懐中時計に用いられたムーブメントへの
X996の関税払い戻しの懐中時計の側への適用を要求
出典：Library　and　Archives　Canada，　MG28－1230，　Canadian　Manufacturers’Association　Fonds，　Ta〃iff　Oommittee　Minute　Book，
1902Dec．18，　pp．33－39をもとに作成
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